
北海道の火山堆積物の利用研究委員会【新規】 
 

1) 活動期間 
令和6年4月～令和8年3月 
 

2) 設立趣旨 
北海道は有数の火山を有し，火山堆積物の埋蔵量も豊富である。北海道の火山堆積物の骨材代

替利用については，2010年から利用検討が行われている。セメント代替材としては，2020年に

JISA6209「コンクリート用火山ガラス微粉末」が制定され，利用の機運が高まっている。以上を

ふまえ，骨材資源の枯渇，CO2排出量削減等に向け，火山堆積物の利用可能性，効率的利用に向

けた検討を進める必要がある。 
 

3) 活動計画 
これまでの北海道内での火山堆積物に関する取り組みについて調査，今後にむけた骨材代替，

セメント代替の観点での利用の可能性を九州支部とも連携，検討する。 
 

4) 委員会の構成 
委員長    谷口  円    室蘭工業大学大学院 

幹 事    吉田  行    土木研究所寒地土木研究所 

委 員    金  志訓    室蘭工業大学大学院 

委 員    秋野  薫    株式会社シビテック 

〃     神本 邦男    北海道太平洋生コン株式会社 

〃     石塚 浩章    株式会社上田商会 

〃     垣原 康之    北方総合建築研究所 

オブザーバー 福永 隆之    九州大学 

〃     友寄  篤    東京大学 

 


